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　両大戦間期のイギリス資本主義の運動を概括的に特
微づければ，1920年代の停滞，1930年代の相対的に速
い拡大，そしてなお両大戦間期を通じる慢性的大量失
業の存在となろう。より立入っていえば，1920年代の
イギリス資本主義は，産業面では旧主要産業である綿
工業，鉄鋼業，造船業，炭鉱業などが，第一次世界大
戦を媒介にして強く促進された世界経済の構造変化に
十分即応しえずほとんど慢性的な不振に陥り，自動
車，電力，電機，化学などのいわゆる新産業の展開も
，一ﾂには旧主要産業の不振によって制約されて十分
でなく，慢性不況と国際的後退を余儀なくされた。
1930年代には，イギリス資本主義の大恐慌の打撃も比
較的軽く，回復一拡大も比較的速いテンポで実現され
た。産業面では，旧主要産業の中で鉄鋼業が20年代末
から進み始めた過剰資本の処理・合理化投資をそれな
りに積極的に進めたし，新産業も自動車，電力といっ
た部門は速い拡大を実現した。当時の投資の性格を反
映して，労働力の再吸収は緩慢であり，労働人口の自
然増の吸収には程遠く，失業問題を解決しえなかった
ものの，イギリス資本主義の回復一拡大は「大不況」
の世界経済の中では目立ったものであり，国際的後退
には一応の歯止めがかけられたのである。
　かかるイギリス資本主義の1930年代と1920年代の
「明」暗には，経済政策面における両年代の対照的な
差異を対応させることがでぎる。すなわち，1920年代
のイギリス資本主義の経済政策は，基本的には「デフ
レ政策」による旧平価金本位制への復帰とその堅持で
あった。第一次大戦後の多分に投機的なブームを終ら
せた主要な契機は，イギリス財政の赤字財政から超均
衡財政への転換であり，それは先立つカンリフ委員会
による早急な金本位制復帰勧告を承けたものであっ
た。現実にはイギリスの金本位制復帰は1925年春まで
またねばならなかったが，これを準備する過程では財
政金融政策は主調としてはデフレ的とならざるをえな
かった。そして金本位復帰以後は，過大評価といわれ
る旧平価にポンド為替を維持すべく，対外投資を抑制
し外資短資の流入をはかる「高金利」政策が展開され
ねばならなかった。対外経済政策においては，旧平価
金本位制の復帰の理念とする戦前の国際分業に基づく
自由多角的な国際経済関係の再建のためには，世界的
な保護主義の高揚の中にあって，イギリスはなお基本
的には自由貿易体制を維持した。もちろん，そうはい
っても，第一次世界大戦を経過したこの時期に，イギ
リスといえども完全な戦前的再生産パターンに復帰す
ることはもはや不可能であった。財政金融政策じたい
が，全体としてのデフレ基調のうちにも部分的にはこ
れを緩和する措置を混在させており，関連して大量失
業をそのままに放置しえず失業保険政策をいわばなし
崩し的に拡大していったし，産業に対しては，炭鉱業
に対する補助金の支出，労資関係への介入，カルテル
立法，あるいは綿工業や鉄鋼業再編のためのイングラ
ンド銀行の介入・挺子入れといった戦前に考えられな
かった産業政策の展開をみた。関税政策すらもごく部
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分的とはいえ保護関税および帝国特恵関税が導入さ
れ，とりわけ自動車，レーヨンなどの新産業の国内市
場保護に効果をあげていた。1929年秋に開始された大
恐慌は，1931年春一秋の国際金融恐慌で一つのクライ
マックスに達したが，これは，こうしたひそやかに進
行しつつあった保護・介入政策を背景にいとも難なく
イギリスをして経済政策の重大な転換を行わしめた。
1931年秋の金本位制離脱を引金として，イギリス資本
主義はポンドの事実上の切下げ，本格的な保護関税政
策，低金利政策，産業再編政策の積極化を相次いで実
施していったのである。
　以上のような，イギリス資本主義の両大戦間期にお
ける実体面の動きと政策展開との対応は，各年代の政
策が実体面に相当の効果を与えたことを示している。
とくに30年代に展開された諸政策がイギリス経済の相
対的に速い回復一拡大をもたらす重要な要因となった
ことは明らかである。とりわけ，金本位離脱に伴なう
ポンドの切下げと引続く一般保護関税の導入が重視さ
れる。前者は景気転換の糸口となったとみられるし，
後者は国内市場を中心とした回復一拡大の有力な要
因であったとみられるのである。けれども，20年代の
「デフレ」政策が，意図としては過剰資本の整理を促
し，産業の国際競争力を高める「失業政策」であった
にもかかわらず，むしろ経済の停滞の一因になったこ
とは，20年代のイギリス産業の不振が単に旧平価金本
位復帰という政策の結果であったというよりも，既存
資本の温存に固執するイギリス産業の蓄積のあり方に
基因していたことを物語った。そしてこれは，30年代
の回復一拡大過程にも強く刻印されていたのである。
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